
 

こたえるということ 

またしても三月が来てしまいました・・・。 

カウンセラーという仕事をはじめて以来、毎年、

三月になるとそわそわしてしまいます。これま

でも何度かそのようなことをこちらで書かせて

いただきました。 

他のカウンセラーはどうかわかりませんが、

私には十二月・・・年末の時期は、ギリギリま

で仕事をしていて気がつくと年を越してい

た・・・そんな程度の感覚でしかないことと対

照的に『年度末』の三月は、明らかに何かが変

わってしまう感覚があり、非常に感慨深いので

す。 

 

卒業、転勤、辞令、転職、復職、引退など・・・

この時期にカウンセリングの中で話題となるキ

ーワードには、“おわりとはじまり”の響きがあ

ります。その響きは、カウンセリングの中で私

が一番大切にしたい『相反するこころの在り様』

を浮き彫にしてくれます。 

私たちが「何かを始める」とき、『期待』に胸

を膨らませつつも同じくらいの『不安』にここ

ろが揺らされていることがあります。私たちが

「何かを終える」ときにも、それまでの日常を

失ってしまう・・・という『悲しみ』と、積み

重ねた日々を越えてようやく到達した・・・と

いう『喜び』とが、同時に見え隠れしています。 

私たちの“こころ”は大切なことに接するほ

どに、相反する思いが同時に湧き起こるところ

があります。私のカウンセリングは、言ってし

まえば、この『矛盾する思い』を『同時に大切

にするための時間』です。「死にたい」と口にす

る人のこころには、間違いなく「生きたい」が

存在していますし、相手を「好きになる」とい

うこころの仕組みには同じ相手を「嫌いになる」

要素が組み込まれています。 

どちらか一方の気持ちだけでうまくいってい

るときには、悩むことも、気に病むこともあ 

 

りません。しかし、『自分の気持ち』の『裏側に

ある気持ち』に気がついてしまったところから

人のこころは苦しくなるものです。 

子どもの頃から憧れてようやく就いた職業だ

ったのにやってみたら”夢”が壊れた・・・で

も、いまさら後には引けない・・・そんな風に

考えてしまうと人は苦しくなり始めます。 

がっかりするような現実をみないようにして、

自分は充実しているのだと思うようにした

り・・・あれだけ苦労してなった職業なのだか

ら多少のことには目を瞑ろうと我満する人もい

ます。 

結論の早い人などは、「思い描いた世界と違っ

た、間違えたのだからすぐに辞めよう」と考え

られる人もあります。新しい道を探すなら早い

方が良いと考えて、すぐに行動に移される人は、

確かにショックやダメージを最小限に抑えられ

るかもしれませんね。 

 

しかし、私などは「ここがチャンス！！」と

思えて仕方がありません。 

 実は、自分の思っていたとおりにならなかっ

たときにこそ、『どのように悩めるか』で、人は

こころを進化させられます。その手法は仏教的

な修行のシステムによく似ています。 

禅問答のように一見答えがないようにみえて

しまう問いや、聴く人によって、それぞれの解

釈がいかようにもなってしまう説話など、仏教

的な教えの中には、「どうすればよいか」「これ

が正解」というツールではなく、自分で「感じ

ながら考えていくこと」のプロセス自体に重き

を置かれたものがあります。 

良いことの中には悪いことが隠れていて、悪

いことの中には良いことが眠っているよう

な・・・こころの問題には明確な答えを出すこ

とよりも、その問題を解き続けていく過程で得

る知恵が数多くあります。修行僧のように『悟

り』をひらくためではなくとも、自分に起こっ

ている問題を、自分の中にあるすべて・・・ 

 



 

過去記憶も、未来への期待も、矛盾してしま

うような気持ちや考えのすべてを自分自身とし

て向き合われることが、その人のこころを成長、

進化させるのだと私は考えています。 

 

たとえば、あるカウンセラーさんは、大学院ま

で出て資格を取り「さあ、これからたくさんの

人を救うぞ」と意気揚々とカウンセリングの仕

事をはじめられましたが、どのケースも一回、

二回ほどで中断してしまい継続的なカウンセリ

ングになりません。ひどく落ち込まれたそのカ

ウンセラーさんは、だんだんと自信をなくされ

てベテランのカウンセラーのところに相談に行

かれます。 

まず、このかたの立派なところは素直に人を

頼って行かれるところだと思います。「向いてい

ない」と辞められる人もいらっしゃいますし、

ご自分が「男性だから」「女性だから」「若いか

ら」というところに理由を探されて結論づけて

終わりにされる人もいらっしゃいます。 

 「職場の施設がカウンセリング向きではなか

った」「カウンセリングが向かない人たちだった」

などと自分以外に原因があったと解釈されて落

ち着かれる人もいらっしゃいます。 

このカウンセラーさんは、正直に「わからない」

と言うことができる人でした。 

先にあげたいろいろな理由も思い浮かばなかっ

たわけではないようですが、やはり正直な気持

ちとしては「わからない」ということになり、

ベテランの人はどうしているのだろうかと尋ね

られるのです。 

 そこから何週間もかけていろいろな話題が出

てきましたが、なぜ「人を救うぞ」と張り切っ

て仕事を始められたかというお話しに至った時

に、自分が救えなかったご家族のお話しになり、

何よりご自身の中に「救われたかったご自分」

がいらっしゃることを見つけたことが大きな転

機となりました。 

 

 

 

 この人のこころの中で、カウンセラーとして

誰かを救う存在であろうとする自分と、反対に、

助けてほしい、救われたいと強く願っている自

分がどちらも在り、そのどちらも大切にしよう

と思われたときに、このカウンセラーさんは答

えをみつけられました。 

 自分のことで出す『答え』というものを、み

なさんは、「ひとつだけ出すもの」と考えていら

っしゃるように思います。あるいは、そのよう

に教わっていらしたかたが多いのではないでし

ょうか。 

 私にとってはいつでも『答え』はふたつ出る

ものです。本当はもっともっとたくさんの答え

が同時に出てしまうのが人間のこころだと考え

ているのですが、それでは他の人とのかかわり

が混乱してしまいますので『ふたつの答え』ま

で絞ります。 

 自分の中の色々な『答え』を悩みながら手放

していき、最後に残ったふたつのうち、その瞬

間に目の前に居る人に差し出せる方を『答え』

として出しますが、必ず、差し出せなかったも

う一つの『答え』を大切に自分の胸にしまって

おくのです。 

 相反する気持ちがありながら、必要に迫られ

て選んだ『片方の気持ち』が、『もう片方の気持

ち』に支えられて出された『答え』であるのだ

ということを忘れずにいられる人たちは、まっ

すぐに進んで行かれます。 

 この三月も、四月からの新年度に向かって、

『別れ』という支えを胸に『出会い』に行かれ

る人たちをお見送りしたいと思います。そのよ

うに誰かを送り出すことで、私自身が背中を押

してもらっているということを忘れずにいたい

です。 
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